SAVE  JAPAN　プロジェクト　参加者アンケート（集計）
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１．参加について

A.　①　男性　２１名　　女性　８名

②　年代　１０代　０名、　２０代　４名、　３０代　８名、４０代　７名、

５０代　９名、　６０代　１名

　③　職業　社会人２４名、その他４名

B.　ボランティアに活動するのは初めてか

　　はい　９名　　

　　いいえ　１８名
C.　ボランティアに参加したきっかけ

　　１，ボランティアに興味があったから　８名

　　２，環境保全活動に興味があったから　７名

どの分野に＜ゴミ、清掃・自然・海・全般＞
２．開催時期・応募方法について
　　プログラムはどこで知ったか？

　　１，主催からの案内　１２名

　　２，知人からの紹介　　３名

　　３，SAVE JAPAN WEBサイト　６名

　　４，その他　８名

　　　　＜損保ジャパン、主婦、社内募集、湿原センターのポスター＆チラシ

　　　　　北海道新聞の記事、トラストで、会社の同僚に聞いた＞
３．参加した感想
A.イベントの満足度（平均９０％）

　１００％　１３名、９０％　６名、８０％　５名、７０％　１名、６０％２名
＜理由＞

・キレイになって、すがすがしい気持ちになった。

・とても良かったです。

・環境貢献できたことが嬉しい。

・充実感がありました。

・湿原で足がはまったので満足。

・みんなで交流を深めながら楽しくできました。

・たくさんのゴミを回収できた。

・充実したイベントでした。

・天気も良く気持ちよく参加できました。

・霧多布の現状が分かって良かった。

・湿原の実態を改めて知ることができた。

・来るまでに約２時間かかったので100%から－20%（80%）

・清掃ができ、湿原も散歩できたから。

・海と湿原のギャップが大きい。

・予定人数よりも多く集まり、みんなで活動するというところで自分の中の霧多布湿原に対する意識が高まりました。参加して良かったです。

・素晴らしい活動だと思いました。

・達成感。

　　・運動不足の私にはとても良い運動になりました。
　　・ゴミを拾うのは良いことですが、拾う必要が無くなるくらい地域の意識が高まれば素晴らしい。漂流ゴミは仕方ないか・・・。

　　・自然の鶴と鹿を見たことで感動しました。

　　・海岸の清掃は気になっているが、広範囲でなかなか手がつけられなく、今回の活動は町としても本当に有り難かった。

B. 印象に残っていること
・意外とゴミが多いということ。

・ゴミが多いこと

・タンチョウの数が少ないのでビックリしました。

・ゴミは意外なところにあるのですね。

・地元の方のゴミが多い。

・色々なゴミがあると思いました。

・海のゴミが多かった。

・湿原の中に入り、体験できたこと。

・湿原で足がはまったこと。

・湿原に初めて来て、ぬかるみがすごかったです。

・海岸にゴミが多くてビックリしました。

・ゴミが多い。

・思っていた以上にゴミがあって驚きました。

・意外に色々な種類のゴミが多数散乱していたこと。

・足が抜けなくなった（笑）

・予想外にゴミが多かったこと。投げ捨てが多いこと。

・ゴミの多さ、予想以上の量でした。

・ゴミ拾い。
・海岸にゴミがある。

・料理のおいしさ

・海のゴミの根深さ。

・思っていた以上にゴミが落ちていた・・・。特にペットボトル、缶などプラスティック・・漁業の町であるのにその書漁場や自然が汚れていたので、今一度考えさせられた。
・津波関係漂着物があったこと。

・漁業用の紐がたくさんあったのに驚きました。地震のせいですか？ご飯美味しかったです。ごちそうさまでした。

・お吸い物が美味しかったです。

・湿原トラストの方その心の温かさが印象に残りました。

C.今後期待すること、取り組んで欲しいこと
・街のゴミ掃除。

・土地買い取りの保護、頑張って下さい。
・トラストへの資金提供。

・もっともっと情報出すべしと思います。広く世の人に知ってもらうべき。

・親睦会つきのイベント。

・継続的な清掃活動。

・このような清掃活動は今後も続けていって欲しい。
実施日：２０１１年６月１２日（日）


実施場所：北海道厚岸郡浜中町霧多布湿原


実施団体：認定特定非営利活動法人霧多布湿原トラスト














